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研究では神経栄養因子活性を示す物質として 神経成長因子 (NGF) 塩基性線維芽細胞増殖因子
(b F G F) インターロイキン -6 (IL-6)，および白血病抑制因子 (L 1 F) に注目し，これらが
神経細胞の生存維持作用を持つことを明らかにした。
生後 5 および 8 週齢のラットから前脳基底野コリン作動性神経細胞を培養し，その生存に対する NG
F の作用を調べた。その結果 これらの成熟コリン作動性神経細胞に対する NGFの生存維持作用は 2






を検討した。その結果， 1 L -6 存在下で培養したこの神経細胞はよく発達していた。また，その生存








また，脊髄神経細胞に対する IL-6 の作用について検討した。その結果，胎生15 日齢のラット脊髄
の培養細胞について コリン作動性神経細胞および総神経細胞の生存を IL-6 およびLIFが維持す








およびインターロイキン -6 (IL-6) を用いて，成熟ニューロンを培養下で，その生存維持作用，
修復作用を細胞生物学的に研究した。
近年社会問題化している脳の老化の原因を探る研究としても，十分貢献できる成果があり，本研究論
文は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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